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証券コード 8249
平成30年５月30日

　

株 主 各 位
　

大阪市西区土佐堀３丁目３番17号

代表取締役社長 新 宮 壽 人
　

第89期定時株主総会招集ご通知
　

拝啓 平素は格別のご高配を賜わり厚くお礼申し上げます。
　さて、当社第89期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席
くださいますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネットにより議決
権を行使することができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類を
ご検討くださいまして、３頁の「議決権行使についてのご案内」に従って、
平成30年６月14日(木曜日)午後５時15分までに議決権をご行使ください
ますようお願い申し上げます。

敬 具
　

記
　

１．日 時 平成30年６月15日(金曜日) 午前10時

２．場 所 大阪市西区土佐堀３丁目３番17号 当社 本社17階 大会議場
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）
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３．目 的 事 項
報 告 事 項 1. 第89期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）

事業報告・連結計算書類の内容ならびに会計監査人および監査役会の
連結計算書類監査結果報告の件

2. 第89期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役７名選任の件
第３号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

　
４．招集にあたっての決定事項
　当社は、法令および定款第16条の規定にもとづき、次に掲げる事項をインターネット上の
当社ウェブサイト（http://www.technoassocie.co.jp/）に掲載しておりますので、本招
集ご通知の添付書類には記載しておりません。
　①事業報告の「業務の適正を確保するための体制およびその運用状況の概要」
　②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」
　③計算書類の「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」
　なお、これらの事項は、監査役が監査報告を、会計監査人が会計監査報告を作成するに際
して監査した事業報告、連結計算書類および計算書類に含まれております。

以 上
　

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎ 株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類および計算書類に修正をすべき事情が
生じた場合は、書面による郵送またはインターネット上の当社ウェブサイト
（http://www.technoassocie.co.jp/）において掲載させていただきます。

◎ 当日はノーネクタイの軽装（クールビズ）にて対応させていただきますので、株主の皆
さまにおかれましても軽装にてご出席くださいますようお願い申し上げます。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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○○
○○
○○

○○
○○
○○

議決権行使についてのご案内
　

株主総会にご出席いただける場合
　同封の議決権行使書用紙を会場
受付にご提出ください。また、議事
資料として本冊子をお持ちください
ますようお願い申し上げます。

株主総会開催日時

平成30年６月15日（金）
午前10時

　

株主総会にご出席いただけない場合
１．書面による議決権行使
　同封の議決権行使書用紙に議案に
対する賛否をご表示いただき、行使
期限までに、当社株主名簿管理人に
到着するようご返送ください。

行使期限

平成30年６月14日（木）
午後５時15分到着分まで

………………………………………………………………………………………………………………
２．インターネットによる議決権行使
　同封の議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」および「パス
ワード」をご利用の上、画面の案内
に従って議案に対する賛否をご入力
ください。詳細は以下をご参照くだ
さい。

行使期限

平成30年６月14日（木）
午後５時15分受付分まで

　
■インターネットにより議決権を行使される場合のお手続きについて
（１）インターネットによる議決権行使は、当社の指定する以下の議決権行

使ウェブサイトをご利用いただくことによってのみ可能です。
【議決権行使ウェブサイトアドレス】https://www. w

ウ ェ ブ 行 使
eb54 .net

※バーコード読取機能付の携帯電話を利用して右の「ＱＲコード®」を読み取り、
議決権行使サイトに接続することも可能です。なお、操作方法の詳細については
お手持ちの携帯電話の取扱説明書をご確認ください。（ＱＲコードは、株式会社
デンソーウェーブの登録商標です。）

（２）書面とインターネットにより二重に議決権を行使された場合は、インターネットによる
ものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。
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（３）インターネットによって複数回議決権を行使された場合（パソコンと携帯電話で重複し
てなされた場合も含む）は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱い
いたします。

（４）議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際のプロバイダおよび通信事業者の料金（接
続料金等）は株主様のご負担となります。

（５）パスワードおよび議決権行使コードのお取り扱いについて
① パスワードは、ご投票される方が株主様ご本人であることを確認するための重要な情
報です。印鑑や暗証番号同様、大切にお取り扱いください。

　
② パスワードは一定回数以上間違えると使用できなくなります。パスワードの再発行を
ご希望の場合は、画面の案内に従ってお手続きください。

　
③ 議決権行使書用紙に記載されている議決権行使コードは、本総会に限り有効です。

　

　
パソコン等の操作方法に関するお問い合わせ先について

　
（１）本サイトでの議決権行使に関するパソコン等の操作方法がご不明な場合は、下記にお問

い合わせください。
三井住友信託銀行株式会社 証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
［電話］ 0120（652）031 （受付時間 午前９時～午後９時）

（２）その他のご照会は、以下の問い合わせ先にお願いいたします。
① 証券会社に口座をお持ちの株主様
証券会社に口座をお持ちの株主様は、お取引の証券会社あてにお問い合わせください。

　
② 証券会社に口座のない株主様（特別口座をお持ちの株主様）
三井住友信託銀行株式会社 証券代行事務センター
［電話］ 0120（782）031 （受付時間 午前９時～午後５時 土日休日を除く）
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株主総会参考書類
　

第１号議案 剰余金の処分の件
　

　当社は、株主の皆さまへの利益還元と企業価値の向上を重要な経営方針として位置付け、経営
の着実な成長発展を主眼に、必要な内部留保を確保しつつ、経営環境等を勘案し、継続して安定
した配当を行うことを基本方針にしております。
　当期の期末配当およびその他の剰余金の処分につきましては当社基本方針に基づき、当期の
連結業績ならびに当社グループを取り巻く経営環境をふまえ、以下のとおりといたしたいと存じ
ます。

１．期末配当に関する事項
（１）配当財産の種類
　金銭
　

（２）株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額
　当社普通株式１株につき 金14円
　総額 261,087,064円
　これにより、当期の配当金は、すでに中間配当金としてお支払いいたしました上半期の１株
につき12円と合わせ、１株につき年26円となり前期に比べ１株につき２円の増配となります。

（３）剰余金の配当が効力を生じる日
　平成30年６月18日

２．その他の剰余金の処分に関する事項
（１）増加する剰余金の項目およびその額
　別途積立金 1,080,000,000円

（２）減少する剰余金の項目およびその額
　繰越利益剰余金 1,080,000,000円
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第２号議案 取締役７名選任の件
　

　本総会終結の時をもって現取締役全員（７名）が任期満了となりますので、取締役７名の選任
をお願いするものであります。
　取締役候補者は次のとおりであります。
　

候補者番号 氏 名 現在の当社における地位 取締役会出席状況

１ 森谷 守 再任 専務取締役
（専務執行役員） 100％（13回/13回）

２ 高安 宏明 再任 代表取締役
専務取締役 100％（13回/13回）

３ 伊藤 准 再任 代表取締役
専務取締役 100％（13回/13回）

４ 中島 克彦 再任 常務取締役
（常務執行役員） 100％（13回/13回）

５ 永江 信久 再任 取締役
（常務執行役員） 100％（13回/13回）

６ 津田 多聞
再任
社外
独立

取締役 100％（13回/13回）

７ 内桶 文清 新任
社外 ― ―

　
再任 ：再任候補者 新任 ：新任候補者 社外 ：社外取締役候補者 独立 ：独立役員候補者
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候補者
番 号１ もり たに まもる

森谷 守 （昭和31年４月５日生） 再任
　

略歴、地位、担当
および重要な兼職の状況

昭和56年４月 住友電気工業㈱ 入社
平成16年３月 同社 焼結製品事業部 業務部長
平成17年６月 同社 焼結製品事業部 業務部長、焼結製品事業部 海外部長
平成21年６月 住友電工焼結合金㈱ 社長
平成23年１月 住友電気工業㈱ 焼結製品事業部長
平成24年６月 同社 執行役員 アドバンストマテリアル事業本部 副本部長

焼結製品事業部長
平成28年６月 当社 常務取締役

自動車営業本部、品質・環境管理部、開発推進部所管
平成29年６月 専務取締役

自動車営業本部、物流部、品質・環境管理部、開発推進部所管
平成30年４月 専務取締役 専務執行役員

物流部、品質・環境管理部、開発推進部所管 製品本部長
現在に至る

所有する当社株式の数 5,300株
取 締 役 会 出 席 状 況 100％（13回/13回）

［取締役候補者とした理由］
　同氏は、メーカーにおける経営、生産・技術開発、海外事業等幅広い業務経験・知識を有していることから、こ
れらを当社経営に反映させることで、経営・監督体制の更なる強化が期待できるため、取締役候補者としたもので
あります。
　なお、同氏が取締役に選任された場合には、本総会後の取締役会において、代表取締役社長に選定される予定で
あります。
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候補者
番 号２ たか やす ひろ あき

高安 宏明（昭和31年１月26日生） 再任
　

略歴、地位、担当
および重要な兼職の状況

昭和56年11月 当社 入社
平成３年７月 Ｍ・Ｐ・Ｍ 社長
平成14年６月 取締役
平成18年６月 常務取締役
平成23年６月 専務取締役
平成23年９月 専務取締役

科友香港 会長
平成25年６月 代表取締役専務取締役 専務執行役員
平成26年６月 代表取締役専務取締役 専務執行役員

科友台湾 董事長
平成28年６月 代表取締役専務取締役 専務執行役員

情報通信営業本部、自動車営業本部、電機･電子営業本部、
住建･住設営業本部、産業機器営業本部、広域営業本部所管
情報通信営業本部長

平成29年４月 代表取締役専務取締役 専務執行役員
情報通信営業本部、自動車営業本部、電機･電子営業本部、住建･住設
営業本部、広域営業本部所管 情報通信営業本部長

平成29年８月 同上 科友大連 董事長 テクノアソシエ・ベトナム 会長
平成30年４月 代表取締役専務取締役

エレクトロニクス営業本部、自動車営業本部、エリア営業本部、
ビジネスプロモート部、ディスプレイ製品開発室所管
現在に至る

所有する当社株式の数 17,000株
取 締 役 会 出 席 状 況 100％（13回/13回）
［取締役候補者とした理由］
　同氏は、経営、営業、海外事業等幅広い業務経験と知識を有し、平成25年6月以降当社の代表取締役専務取締役
を務め、営業全般に関し中心的な役割を担っていることから、今後においても更なる貢献が期待できるため、取締
役候補者としたものであります。
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候補者
番 号３ い とう じゅん

伊藤 准 （昭和33年11月20日生） 再任
　

略歴、地位、担当
および重要な兼職の状況

昭和57年４月 住友電気工業㈱ 入社
平成16年４月 同社 国際法務部長
平成23年６月 同社 執行役員 国際法務部長
平成25年６月 当社 常務取締役 常務執行役員
平成27年６月 代表取締役専務取締役

人事総務部、貿易管理室、経営企画室、東京事務所、鋲螺事業推進部、
化成品事業推進部所管

平成28年６月 同上 専務執行役員 人事総務部長
平成30年４月 代表取締役専務取締役

人事総務部、貿易管理室、貿易部所管
現在に至る

所有する当社株式の数 6,300株
取 締 役 会 出 席 状 況 100％（13回/13回）
［取締役候補者とした理由］
　同氏は、経営、人事、総務、法務、事業推進等幅広い業務経験と知識を有し、平成27年6月以降当社の代表取締
役専務取締役を務め、リスク管理・コンプライアンス、人材育成、事業推進等に関し重要な役割を担っていること
から、今後においても更なる貢献が期待できるため、取締役候補者としたものであります。
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候補者
番 号４ なか じま かつ ひこ

中島 克彦（昭和36年２月16日生） 再任
　

略歴、地位、担当
および重要な兼職の状況

昭和58年４月 住友電気工業㈱ 入社
平成14年３月 同社 退社
平成17年１月 当社 入社 経理部次長
平成19年６月 経理部長 企画室長
平成22年２月 財務部長 経営企画室長
平成23年６月 取締役

財務部長（現任） 経営企画室長（現任）
平成25年６月 執行役員 財務部管掌
平成27年６月 常務取締役 常務執行役員

経理部、財務部所管 経理部長
平成29年６月 常務取締役 常務執行役員

経理部、財務部、情報システム部所管
現在に至る

所有する当社株式の数 5,800株
取 締 役 会 出 席 状 況 100％（13回/13回）
［取締役候補者とした理由］
　同氏は、経営、経理、財務、企画等幅広い業務経験と知識を有し、平成27年6月以降当社の常務取締役を務
め、経理・財務等に関し重要な役割を担っていることから、今後においても更なる貢献が期待できるため、取締
役候補者としたものであります。
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候補者
番 号５ なが え のぶ ひさ

永江 信久（昭和35年４月１日生） 再任
　

略歴、地位、担当
および重要な兼職の状況

昭和53年４月 当社 入社
平成22年３月 自動車・輸送機営業推進部長
平成23年７月 自動車事業本部 第二営業部長
平成26年６月 執行役員 自動車事業本部管掌
平成27年６月 執行役員 自動車事業本部長

科友広州 董事長 科友上海 董事長
日星金属制品 董事長 嘉善科友盛科技 董事長

平成28年４月 執行役員 自動車営業本部長
平成28年６月 取締役 常務執行役員

自動車営業本部所管
平成30年４月 取締役 常務執行役員

自動車営業本部所管 エリア営業本部長
現在に至る

所有する当社株式の数 8,000株
取 締 役 会 出 席 状 況 100％（13回/13回）
［取締役候補者とした理由］
　同氏は、経営、営業、海外事業等幅広い業務経験と知識を有し、平成26年6月以降当社の執行役員を務め、営
業に関し重要な役割を担っていることから、今後においても更なる貢献が期待できるため、取締役候補者とした
ものであります。

宝印刷株式会社 2018年05月16日 18時04分 $FOLDER; 11ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

― 12 ―

候補者
番 号６ つ だ た もん

津田 多聞（昭和27年12月19日生） 再任 社外 独立
　

略歴、地位、担当
および重要な兼職の状況

昭和50年４月 ㈱住友銀行（現 ㈱三井住友銀行）入行
昭和56年10月 アーサーアンダーセン会計事務所 入所
昭和60年３月 公認会計士 登録
平成６年12月 センチュリー監査法人（現 新日本有限責任監査法人）社員
平成12年11月 監査法人 太田昭和センチュリー（現 新日本有限責任監査法人）

代表社員
平成24年７月 津田公認会計士事務所開設 代表（現任）
平成25年６月 当社 社外監査役

タツタ電線㈱ 社外監査役
平成26年６月 当社 社外監査役

タツタ電線㈱ 社外取締役(監査等委員）（現任）
新田ゼラチン㈱ 社外監査役（現任）

平成27年６月 当社 社外取締役
ダイハツディーゼル㈱ 社外取締役
現在に至る

（重要な兼職の状況）
津田公認会計士事務所 代表 公認会計士
タツタ電線㈱ 社外取締役（監査等委員）
新田ゼラチン㈱ 社外監査役
ダイハツディーゼル㈱ 社外取締役

所有する当社株式の数 ０株
取 締 役 会 出 席 状 況 100％（13回/13回）
［社外取締役候補者とした理由］
　同氏は過去に社外取締役または社外監査役となること以外の方法で、会社の経営に関与したことはありません
が、公認会計士として専門的知識と豊富な経験に加えて、当社の社外監査役を２年間つとめ、平成27年6月以降
当社の社外取締役として、当社の事業内容に精通してこられた経験を、当社の経営体制の強化に活かしていただ
ける人材として、その職務を適切に遂行いただけるものと判断し、社外取締役候補者としております。
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候補者
番 号７ うち おけ ふみ きよ

内桶 文清（昭和23年10月29日生） 新任 社外
　

略歴、地位、担当
および重要な兼職の状況

昭和46年４月 住友電気工業㈱ 入社
平成15年６月 同社 執行役員
平成16年６月 同社 常務執行役員
平成17年６月 同社 常務取締役
平成18年６月 住友電装㈱ 取締役執行役員副社長
平成19年６月 同社 代表取締役執行役員社長
平成24年６月 同社 取締役会長

住友電気工業㈱ 代表取締役副社長（現任）
平成25年３月 住友ゴム工業㈱ 社外取締役

現在に至る
（重要な兼職の状況）
住友電気工業㈱ 代表取締役副社長
住友ゴム工業㈱ 社外取締役

所有する当社株式の数 ０株
取 締 役 会 出 席 状 況 ―
［社外取締役候補者とした理由］
　同氏は、上場企業の役員として豊富な経験・知識を有しておられることから、当社の経営体制の強化に貢献い
ただける人材として、その職務を適切に遂行いただけるものと判断し、社外取締役候補者としております。

　
（注）1. 社外取締役候補者内桶文清氏は、当社発行済株式6,760千株(持株比率36.25％)を保有

する筆頭株主である住友電気工業㈱の代表取締役副社長であり、同社と当社との間に
は、電子部品材料等に関する取引関係があります。
その他の各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

2. 上記所有株式数には、テクノアソシエ役員持株会名義の実質所有株式数が含まれていま
す。

3. 社外取締役候補者内桶文清氏に関する特記事項
住友電気工業㈱は、内桶文清氏の取締役在任中、過去５年間に次のような法令等に違反
する事実がありました。
・平成25年 公正取引委員会から架空送電線工事取引に関し独占禁止法に違反する行為
があったとして排除措置命令等を、欧州委員会から自動車部品取引に関し欧州競争法
違反の決定をそれぞれ受けております。
・平成26年 中国・国家発展改革委員会から中国独占禁止法を違反とする行政処罰決定
を、欧州委員会から高圧電力ケーブル等取引に関し欧州競争法違反の決定をそれぞれ
受けております。
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4. 社外取締役候補者津田多聞氏は、現在当社の社外取締役であり当社との間で責任限定契
約を締結しております。同氏の選任が承認可決された場合、責任限定契約を継続する予
定であります。
また、社外取締役候補者内桶文清氏の選任が承認可決された場合、その期待される役割
を十分に果たすことができるよう、当社定款に基づき責任限定契約を締結する予定であ
ります。
　その契約内容の概要は次のとおりであります。
・社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、会社法第
425条第１項の最低責任限度額を限度として、その責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、社外取締役がその責任の原因となった職務の遂行
について善意でかつ重大な過失がないときに限るものとする。

5. 当社は、津田多聞氏を㈱東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ており、
同氏の選任が承認可決された場合、引き続き独立役員となる予定であります。

6. 津田多聞氏の当社社外取締役に就任してからの年数は、本総会終結の時をもって３年と
なります。

7. 略歴および重要な兼職先に記載しております当社の子会社および関連会社の名称につき
ましては、添付書類・事業報告Ⅰ．６．（１）（注）22頁の記載方法により表示しており
ます。

第３号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
　本総会終結の時をもって、任期満了により取締役を退任されます新宮壽人氏に対し、在任中の
功労に報いるため、当社における一定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈いたし
たく、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は、取締役会にご一任願いたいと存じます。
　退任取締役の略歴は次のとおりであります。

氏 名 略 歴

しん ぐう ひさ と

新 宮 壽 人
平成26年６月 当社 専務取締役 専務執行役員
平成27年４月 代表取締役社長

現在に至る

以 上
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添付書類
事 業 報 告
（平成
平成

29
30
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

Ⅰ．企業集団の現況に関する事項
１．事業の経過およびその成果
（１）全般的概況
　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境が良好で、賃金増や株高もあり、消費
は緩やかに回復いたしました。米国、中国経済も堅調で、地政学的リスクの影響もなく、昨年末
までの円安や、世界経済の成長に支えられ、電子部品や産業用機械など輸出も好調に推移しまし
た。人手不足、資源高や年明けからの円高、米中貿易摩擦等、不安要素はありましたが、企業の
設備投資は堅調で、企業収益は好調に推移し、景気は緩やかな拡大が続いています。
このような環境のもと当社グループは、顧客満足度と密着度を重視した営業力強化を目的とし

た営業本部の統合や、自動車部品事業強化のための組織改編、営業拠点の移転拡張、ベトナム現
地法人の設立、メキシコに切削工場の新設など、グローカル（グローバル＆ローカル）に事業を
推進し、営業・物流体制の強化を行い、注力市場分野・主要顧客に対する深耕等、積極的な増拡
販活動に取り組んでまいりました。
　こうした状況の中、半導体製造装置、工作機械市場での受注が増加したこと等により、当連結
会計年度の売上高は77,126百万円と前期比2,754百万円の増収となりました。営業利益は3,599
百万円と前期比428百万円の増益、経常利益は3,785百万円と前期比319百万円の増益、親会社
株主に帰属する当期純利益は2,557百万円と前期比172百万円の増益となりました。
　

（２）セグメント別概況
①情報通信関連事業
情報通信関連事業では、東アジアにおいてスマートフォン関連部品の販売が増加し、売上高

は6,985百万円と前期比213百万円（3.2％）の増収となりました。
営業利益は増収により268百万円と前期比４百万円（1.8％）の増益となりました。

②自動車関連事業
自動車関連事業では、日本およびアジアにおいて販売が増加し、売上高は26,910百万円と

前期比1,587百万円（6.3％）の増収となりました。
営業利益は事業強化による経費増等により1,844百万円と前期比240百万円（11.6％）の減
益となりました。
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③電機・電子関連事業
電機・電子関連事業では、日本においては工作機械向け制御盤等の生産増等に伴う部品の受
注、車載電池部品の受注が増加し、中国においては空調機器関連部品の販売が好調を持続した
一方で、東アジアにおいては価格競争の激しいノートパソコン用部品の販売終息等がありまし
た。これにより売上高は16,447百万円と前期比242百万円（1.5％）の減収となりました。
営業利益は採算構成の改善により795百万円と前期比108百万円（15.8％）の増益となりま
した。
④住建・住設関連事業
住建・住設関連事業では、一部住宅および住設関連向け等の受注の回復があったものの、期
待した太陽光関連部品の販売が大きく減少し、全体として売上高は10,134百万円と前期比
225百万円（2.2％）の減収となりました。
営業損失は70百万円（前期は155百万円の営業損失）となりました。

⑤その他の地域営業等
その他の地域営業等では、半導体製造装置、工作機械等の生産需要増加に伴い、全体として
売上高は16,648百万円と前期比1,421百万円（9.3％）の増収となりました。
営業利益は増収により643百万円と前期比344百万円（115.0％）の増益となりました。

（３）企業集団のセグメント別売上高
（単位：百万円）

セグメントの名称 売上高 前期比（％）
情 報 通 信 関 連 事 業 6,985 103.2
自 動 車 関 連 事 業 26,910 106.3
電 機 ・ 電 子 関 連 事 業 16,447 98.5
住 建 ・ 住 設 関 連 事 業 10,134 97.8
そ の 他 の 地 域 営 業 等 16,648 109.3

合 計 77,126 103.7
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２．資金調達等についての状況
（１）資金調達の状況
　重要な資金調達はありません。

（２）設備投資の状況
　当連結会計年度の設備投資等の総額は601百万円（無形固定資産への投資を含む）でありま
す。

３．財産および損益の状況
（１）企業集団の財産および損益の状況の推移

区 分 第86期
平成27年３月期

第87期
平成28年３月期

第88期
平成29年３月期

第89期
平成30年３月期
（当連結会計年度）

売 上 高 86,010百万円 79,115百万円 74,371百万円 77,126百万円
営 業 利 益 2,369百万円 2,038百万円 3,171百万円 3,599百万円
経 常 利 益 2,597百万円 2,285百万円 3,466百万円 3,785百万円
親会社株主に帰属する当期純利益 1,751百万円 1,465百万円 2,385百万円 2,557百万円
１株当たり当期純利益 90.82円 76.20円 125.85円 135.35円
総 資 産 61,161百万円 58,120百万円 60,214百万円 63,278百万円
純 資 産 42,926百万円 42,063百万円 43,987百万円 46,029百万円
１株当たり純資産額 2,193.82円 2,185.91円 2,280.54円 2,416.81円

（２）当社の財産および損益の状況の推移

区 分 第86期
平成27年３月期

第87期
平成28年３月期

第88期
平成29年３月期

第89期
平成30年３月期
（当事業年度）

売 上 高 59,287百万円 51,021百万円 50,461百万円 51,754百万円
営業利益又は営業損失(△) 256百万円 △425百万円 504百万円 816百万円
経 常 利 益 940百万円 399百万円 1,486百万円 1,941百万円
当 期 純 利 益 756百万円 466百万円 1,316百万円 1,624百万円
１株当たり当期純利益 39.21円 24.24円 69.47円 85.93円
総 資 産 43,272百万円 41,616百万円 42,392百万円 44,819百万円
純 資 産 28,602百万円 28,211百万円 29,239百万円 30,261百万円
１株当たり純資産額 1,482.94円 1,488.13円 1,542.38円 1,622.69円
（注） １株当たり当期純利益は期中平均株式数から期中平均自己株式数を控除した株式数に基づ

いて算出しております。また、１株当たり純資産額は、発行済株式数から自己株式数を控
除した株式数に基づいて算出しております。
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４．対処すべき課題
　今後の見通しにつきましては、引き続き雇用・所得環境は好調に推移し、賃金増が消費を下支
えするとともに、アジアの成長など、世界経済は成長を持続し、設備投資や輸出が維持・増大さ
れることから、企業業績も堅調に推移すると思われます。米中貿易摩擦や保護貿易主義の台頭、
中東、北朝鮮情勢などの地政学的リスク、為替、株価の停滞等不確実性要素もありますが、景気
拡大は持続すると思われます。
　このような状況のもと当社グループは、売上・事業の拡大、事業基盤・収益力の強化、業務運
営品質の向上を重点課題とし、仕入先様、国内・海外関係会社20社との連携により、国内外の注
力市場分野・主要顧客への深耕と新規顧客の開拓に努めてまいります。2020年度を到達目標と
した中長期経営ビジョン「Vision2020」の達成に向け、４月に営業体制を再編しました。エレ
クトロニクス営業本部、自動車営業本部、エリア営業本部の３つの営業本部体制に、新規ビジネ
スを開拓する専門部隊とディスプレイ関連製品の専門部隊で構成し、これに加えて５つの有望製
品群の競争力向上や、技術、品質、コストの改善や新商品の創出を担当する製品本部を新設し、
営業支援体制を強化いたしました。拠点の最適配置による、営業・物流体制の強化・効率化を継
続して行い、グループを挙げて物流コストの低減や経費の節減など総原価低減を進めるととも
に、品質管理では、取引先の監査や製品評価を行い、お客様の要求品質を満足する製品を供給
し、ＲｏＨＳ指令等の製品含有化学物質規制を遵守いたします。海外においては、地域ごとにエ
リア営業体制を構築し、グローカル（グローバル＆ローカル）に事業を推進し、拡大する海外拠
点のマネジメント力を強化するため、グローバル人材を育成するための教育・研修も更なる充実
を図ってまいります。また、コンプライアンスを遵守し、ＢＣＰを基本においたリスク対策、内
部統制システムの充実に取り組み、安全・環境・品質の継続強化等、ガバナンス体制の強化に努
めてまいります。さらに、事業活動に伴う温暖化ガス排出量の削減や廃棄物の再資源化に取り組
むとともに、使用時の省エネルギーや廃棄時のリサイクルなどに寄与するエコ商品の充実を図
り、社会の持続可能な発展に貢献していく所存でございます。
　当社グループは、経営理念と事業精神「心と心の絆」を基本に、ステークホルダーの皆さまと
の絆を重視し、開発提案型営業を積極的に展開し、お客様と仕入先様との間でより良きインテグ
レーターとなることを目指して活動しております。引き続き、深い専門知識と能力とを持ってお
客様に安心と満足を提供すると同時に、事業の拡大と更なる経営効率化を進め、業績向上に努め
る所存でございます。
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５．主要な事業内容（平成30年３月31日現在）

事 業 主 要 製 品 等

情 報 通 信 関 連 事 業
鋲螺、化成品、強化ガラス、液晶成膜加工、
情報端末筐体（金属加飾）、精密切削加工品、
ヒンジ、飛散防止フィルム、アルミダイカスト部品、
マグネシウム成形品、人感知センサーサブASSYユニット

自 動 車 関 連 事 業
鋲螺、化成品、特殊冷間圧造品、冷間温間鍛造品、
精密切削加工品、精密ダイカスト品、変速機部品、
ブレーキ部品、電装部品、内装部品

電機・電子関連事業
鋲螺、化成品、フィルター、ヒートシンク、冷間鍛造品、
切削加工品、サブASSYユニット、金属＋樹脂一体成形品、
樹脂筐体、電池端子加工品、ギヤ（樹脂、金属）、
アルミダイカスト品

住建・住設関連事業
鋲螺、化成品、板金プレス品、電設資材、ユニット組立品、
太陽光部材（モジュール/架台/ケーブル/接続箱）、
冷凍ショーケース用ガラス扉

その他の地域営業等

鋲螺、化成品、切削加工品（マシニング、旋盤）、
熱間鍛造品、樹脂成形品、プレス品、圧造品、ダイカスト品、
工作機械･半導体装置部品、医療機器部品ASSY、省力機器、
試作品（アルミ石膏鋳造品、アルミ切削品、樹脂真空注型品、
樹脂切削品）、設備機器、設計/開発
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６．主要な営業所および工場ならびに使用人（平成30年３月31日現在）
（１）主要な営業所および工場
①当 社

名 称 所在地 名 称 所在地
本社 大阪市西区 刈谷営業所 安城市
仙台営業所 仙台市宮城野区 小牧営業所 小牧市
関東物流倉庫 越谷市 四日市営業所 四日市市
大宮営業所 さいたま市大宮区 彦根営業所 彦根市
東京事務所 横浜市港北区 草津営業所 草津市
新潟営業所 三条市 大阪事業所 大阪市住之江区
北陸事業所 高岡市 岡山営業所 倉敷市
金沢営業所 白山市 広島営業所 広島市安佐南区
沼津営業所 沼津市 四国営業所 綾歌郡宇多津町
掛川営業所 袋井市 九州事業所 京都郡苅田町
豊橋物流倉庫 豊川市 熊本営業所 合志市
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②子会社

地 域 会 社 名 所 在 地

国 内
トーブツテクノ株式会社 東大阪市
株式会社シリコーンテクノ 幸手市

アジア

テクノアソシエ・シンガポール シンガポール
テクノアソシエ・ベトナム ベトナム ホーチミン、ハノイ
テクノアソシエ・インドネシア インドネシア ジャカルタ
テクノアソシエ・タイ タイ バンコク
Ｔ・Ａ・オートモティブ・タイ タイ チョンブリー
科友香港 中国 香港
科友広州 中国 広州
科友上海 中国 上海
昆山東訊機電 中国 昆山
科友大連 中国 大連
日星金属制品 中国 上海
嘉善科友盛科技 中国 嘉善
科友台湾 台湾 台北、台南

北米・中米
Ｔ・Ａ・アメリカ アメリカ カリフォルニア、

　 テネシー、アトランタ
テクノアソシエ・メキシコ メキシコ ティファナ、シラオ

欧 州 テクノアソシエ・チェコ チェコ プラハ

③関連会社

地 域 会 社 名 所 在 地
国 内 大洋産業株式会社 横浜市港北区
アジア Ｍ・Ｐ・Ｍ マレーシア バンティーン
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（注） 当社の子会社および関連会社は、本事業報告において下記のとおり記載しております。
テクノアソシエ・シンガポール・
プライベート・リミテッド

…テクノアソシエ・シンガポール

ティー・エー・アメリカ・コーポレーション …Ｔ・Ａ・アメリカ
科友（香港）有限公司 …科友香港
テクノアソシエ・デ・メヒコ・エセアデセベ …テクノアソシエ・メキシコ
テクノアソシエ・（タイランド）・
カンパニー・リミテッド

…テクノアソシエ・タイ

台湾科友貿易（股）有限公司 …科友台湾
科友貿易（上海）有限公司 …科友上海
昆山東訊機電有限公司 …昆山東訊機電
科友貿易（大連保税区）有限公司 …科友大連
科友貿易（広州）有限公司 …科友広州
テクノアソシエ・チェコ・エス・アール・オー …テクノアソシエ・チェコ
日星金属制品（上海）有限公司 …日星金属制品
嘉善科友盛科技有限公司 …嘉善科友盛科技
マレーシアン・プレシジョン・マニュファク
チュアリング・センドリアン・ベルハット

…Ｍ・Ｐ・Ｍ

ティー・エー・オートモティブ・パーツ
（タイランド）・カンパニー・リミテッド

…Ｔ・Ａ・オートモティブ・タイ

ピーティー・テクノアソシエ・インドネシア …テクノアソシエ・インドネシア
テクノアソシエ・ベトナム・
カンパニー・リミテッド

…テクノアソシエ・ベトナム

（２）企業集団の使用人の状況

区 分 従業員数 前期比増減
情 報 通 信 関 連 事 業 55名 3名
自 動 車 関 連 事 業 924名 △46名
電 機 ・ 電 子 関 連 事 業 206名 △5名
住 建 ・ 住 設 関 連 事 業 63名 △12名
そ の 他 の 地 域 営 業 等 183名 19名
全 社 （ 共 通 ） 232名 7名

合 計 1,663名 △34名
（注）1. 従業員数には契約従業員87名および準従業員237名を含めておりません。

2. 全社（共通）は、人事総務、経理、品質、開発、企画等に関連する従業員であります。
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７．重要な子会社および関連会社の状況
（１）重要な子会社および関連会社の状況

会 社 名 資 本 金 出資比率 主要な事業内容
％

トーブツテクノ株式会社 60百万円 100.0
テープ・樹脂切削、ゆるみ
止め加工、各種金属加工、
鋳造金型等の製造・販売

株式会社シリコーンテクノ 90百万円 100.0 シリコーンゴム部品の
製造・販売

テクノアソシエ・シンガポール 1,500千S$ 100.0 鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

Ｔ・Ａ・アメリカ 1,800千US$ 100.0 鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

科友香港 6,000千HK$ 100.0 鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

テクノアソシエ・メキシコ 8,206千US$ 100.0
（39.1）

鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

科友台湾 10,000千NT$ 100.0 鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

科友上海 3,000千US$ 100.0
（75.0）

鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

テクノアソシエ・タイ 8,000千B 49.0
（42.0）

鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

昆山東訊機電 712千US$ 85.7
（37.6）

機構部品組立品、化成品の
加工・販売

科友大連 100千US$ 100.0
（40.0）

鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

科友広州 200千US$ 100.0
（100.0）

鋲螺類、金属素材、
電材品、化成品他の販売

日星金属制品 6,213千US$ 100.0
（33.2）

冷間温間鍛造部品、切削加工、
金属部品の製造・販売

テクノアソシエ・チェコ 5,000千Kc 100.0 鋲螺類、化成品他の販売

嘉善科友盛科技 3,050千US$ 100.0
（50.0）切削加工金属部品の製造

Ｔ・Ａ・オートモティブ・タイ 120,000千B 95.0
（95.0）

切削加工金属部品の製造・
販売

Ｍ・Ｐ・Ｍ 9,200千RM 48.1
（21.7）鋲螺類の製造・組み込み加工

大洋産業株式会社 60百万円 35.0 工業用テープ・ゴム、フィル
ム、発泡体関係の加工・販売
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（注）1. シンガポールドルはS$、アメリカドルはUS$、香港ドルはHK$、台湾ドルはNT$、マレ
ーシアンリンギットはRM、タイバーツはB、チェココルナはKcと表示しております。

2.（内数）は間接保有であります。
　
（２）重要な企業結合等の状況
　該当事項はありません。

８．主要な借入先の状況（平成30年３月31日現在）

借 入 先 借入金残高

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 600百万円

三井住友信託銀行株式会社 50
株 式 会 社 三 菱 東 京 UFJ 銀 行 50
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 500
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Ⅱ．会社の株式に関する事項（平成30年３月31日現在）
１．発行可能株式総数 80,000,000株

２．発行済株式の総数 20,036,400株

３．株 主 数 1,495名

４．大株主の状況（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持株比率
千株 ％

住友電気工業株式会社 6,760 36.25

テクノアソシエ共栄会 1,768 9.48

JP MORGAN CHASE BANK 380684 1,472 7.89

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 693 3.72

テクノアソシエ従業員持株会 411 2.21
BBH BOSTON FOR NOMURA JAPAN SMALLER
CAPITALIZATION FUND 620065 387 2.08

J.P. MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A. 380578 292 1.57

興津商事株式会社 291 1.56

日本トレクス株式会社 276 1.48

株式会社三井住友銀行 272 1.46

（注） 持株比率は自己株式（1,387,324株）を控除して計算しております。

Ⅲ．会社の新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。
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Ⅳ．会社役員に関する事項
１．取締役および監査役の状況（平成30年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況
代表取締役
社 長 新 宮 壽 人

代表取締役
専務取締役

（専務執行役員）
高 安 宏 明

情報通信営業本部、自動車営業本部、
電機・電子営業本部、住建・住設営業本部、
広域営業本部所管、情報通信営業本部長、
科友香港 会長、科友台湾 董事長、
科友大連 董事長、テクノアソシエ・ベトナム会長

代表取締役
専務取締役 伊 藤 准 人事総務部、貿易管理室、貿易部、東京事務所、

鋲螺事業推進部、化成品事業推進部所管

専務取締役 森 谷 守 自動車営業本部、開発推進部、物流部、
品質・環境管理部所管

常務取締役
（常務執行役員） 中 島 克 彦 経理部、財務部、情報システム部所管、

財務部長、経営企画室長

取締役
（常務執行役員） 永 江 信 久 自動車営業本部所管、自動車営業本部長、

科友広州 董事長

取 締 役 津 田 多 聞
津田公認会計士事務所 代表、公認会計士
タツタ電線株式会社 社外取締役（監査等委員）
新田ゼラチン株式会社 社外監査役
ダイハツディーゼル株式会社 社外取締役

常勤監査役 溝 尾 靖 伸

常勤監査役 藤 井 賢 治

監 査 役 高 坂 敬 三

色川法律事務所 弁護士
東洋アルミニウム株式会社 社外監査役
住友ゴム工業株式会社 社外取締役
積水化成品工業株式会社 社外監査役
ポエック株式会社 社外取締役

監 査 役 吉 井 英 雄 公認会計士吉井英雄事務所 代表、公認会計士

監 査 役 長谷川 和 義 住友電気工業株式会社 顧問
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（注）１．地位中の（ ）内の役職は、執行役員としての役職を表しています。
２．津田多聞氏は会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
３．高坂敬三、吉井英雄、長谷川和義の各氏は会社法第２条第16号に定める社外監査役であ
ります。

４．津田多聞、高坂敬三、吉井英雄の各氏は株式会社東京証券取引所が指定を義務付ける一
般株主と利益相反の生じるおそれのない独立役員であります。

５．常勤監査役溝尾靖伸氏は、当社において相当の期間経理部長、経理・財務の所管役員を
歴任する等、財務および会計に関する相当程度の知見を有しております。

６．監査役吉井英雄氏は、公認会計士として企業会計に精通しており、財務および会計に関
する相当程度の知見を有しております。

７．平成29年６月16日開催の第88期定時株主総会の終結時をもって、林田隆一氏が任期満
了により常務取締役を退任いたしました。

８．同日の第88期定時株主総会後開催の取締役会において、森谷 守氏が専務取締役に新た
に選定され就任いたしました。

　
２．取締役および監査役の報酬等の総額
取締役 ８名 172百万円（うち社外取締役 １名 ５百万円）
監査役 ５名 46百万円（うち社外監査役 ３名 12百万円）

（注）１．上記の報酬等の総額には当事業年度における役員退職慰労引当金の繰入額22百万円
（取締役７名に対し18百万円（うち社外取締役１名に対し0.4百万円）、監査役５名に
対し４百万円（うち社外監査役３名に対し１百万円））が含まれております。

２．取締役の支給対象人数には、平成29年６月16日開催の第88期定時株主総会の終結時
をもって退任された取締役１名が含まれております。

３．平成29年６月16日開催の第88期定時株主総会決議による退職慰労金の支払いは以下
のとおりであります。
退任取締役 １名 36百万円
なお、この金額には、過年度の事業報告において開示した役員退職慰労引当金の繰入
額33百万円を含んでおります。

４．平成18年６月23日開催の第77期定時株主総会において、取締役の報酬額は年額３億
円以内、平成14年６月27日開催の第73期定時株主総会において監査役の報酬額は月
額４百万円以内とご承認いただいております。
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３．社外役員に関する事項
（１）重要な兼職の状況ならびに当該兼職先との関係（平成30年３月31日現在）

区 分 氏 名 重要な兼職の状況

社外取締役 津 田 多 聞
津田公認会計士事務所 代表、公認会計士
タツタ電線株式会社 社外取締役（監査等委員）
新田ゼラチン株式会社 社外監査役
ダイハツディーゼル株式会社 社外取締役

社外監査役 高 坂 敬 三

色川法律事務所 弁護士
東洋アルミニウム株式会社 社外監査役
住友ゴム工業株式会社 社外取締役
積水化成品工業株式会社 社外監査役
ポエック株式会社 社外取締役

社外監査役 吉 井 英 雄 公認会計士吉井英雄事務所 代表、公認会計士

社外監査役 長谷川 和 義 住友電気工業株式会社 顧問
（注）１．住友電気工業株式会社は、当社発行済株式6,760千株（持株比率36.25％）を保有する

筆頭株主であり、同社と当社との間には、電子部品材料等に関する取引関係がありま
す。

２．その他の重要な兼職先と当社との間に特別の関係はありません。
　
（２）当該事業年度における主な活動状況

氏 名 出席状況および発言状況

津 田 多 聞
当期開催の取締役会13回の全てに出席し、議案審議等に必要な発言を適
宜行っており、主に公認会計士として企業会計に関する専門的見地からの
発言を行っております。

高 坂 敬 三
当期開催の取締役会13回のうち11回に出席し、また、監査役会11回の全
てに出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行っており、主に弁護士とし
て企業法務、企業経営の統治に関する専門的見地からの発言を行っており
ます。

吉 井 英 雄
当期開催の取締役会13回の全てに出席し、また、監査役会11回の全てに
出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行っており、主に公認会計士とし
て企業会計に関する専門的見地からの発言を行っております。

長谷川 和 義
当期開催の取締役会13回の全てに出席し、また、監査役会11回の全てに
出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行っており、豊富な経営経験およ
び他社監査役の経験と見地からの発言を行っております。
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（３）責任限定契約の内容の概要
　当社は、当社定款に基づき、各社外役員との間で責任限定契約を締結しております。
その契約内容の概要は次のとおりであります。
・社外役員が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、会社法第425
条第１項の最低責任限度額を限度として、その責任を負う。
・上記の責任限定が認められるのは、社外役員がその責任の原因となった職務の執行につ
いて善意でかつ重大な過失がないときに限るものとする。

　
Ⅴ．会計監査人に関する事項
１．名称
　有限責任 あずさ監査法人

２．会計監査人に対する報酬等の額
（１）会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由

　監査役会は、公益社団法人日本監査役協会が公表する「会計監査人の評価及び選定基準
策定に関する監査役等の実務指針」を踏まえ、会計監査人の監査計画の報告内容、従前の
事業年度における職務執行状況や報酬見積の算出根拠等が適切かどうか検討した上、会計
監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

（２）報酬等の額 51百万円

（３）当社および当社の子会社等が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額

54百万円

（注）1. 当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づ
く監査の監査報酬の額を実質的に区分しておらず（２）の金額はこれらの合計額を記載
しております。

2. 当社の在外連結子会社は、当社の会計監査人以外の公認会計士または監査法人（外国に
おけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む。）の計算関係書類（これに相当
するものを含む。）の監査（会社法または金融商品取引法（またはこれらの法律に相当
する外国の法令を含む。）の規定によるものに限る。）を受けております。

３．会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合
に、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められ
る場合に、監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任します。この場合、監査役会
が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解
任の理由を報告いたします。
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連結貸借対照表
（平成30年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 49,070 流 動 負 債 15,852
現 金 及 び 預 金
受取手形及び売掛金
電 子 記 録 債 権
た な 卸 資 産
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
有形固定資産
建 物 及 び 構 築 物
機械装置及び運搬具
工具、器具及び備品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無形固定資産
ソ フ ト ウ エ ア
電 話 加 入 権
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
退職給付に係る資産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

14,508
20,120
4,534
8,586
566
775
△21

14,207
9,919
4,217
1,148
252
3,680
140
480
330
321
8

3,957
2,654
377
947
△22

支払手形及び買掛金 12,336
短 期 借 入 金 830
未 払 法 人 税 等 386
賞 与 引 当 金 678
そ の 他 1,620
固 定 負 債 1,396
長 期 借 入 金 500
繰 延 税 金 負 債 409
役員退職慰労引当金 142
退職給付に係る負債 33
資 産 除 去 債 務 196
そ の 他 113
負 債 合 計 17,248

純 資 産 の 部
株 主 資 本 43,530
資 本 金 5,001
資 本 剰 余 金 5,128
利 益 剰 余 金 34,717
自 己 株 式 △1,317
その他の包括利益累計額 1,523
その他有価証券評価差額金 995
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △0
為替換算調整勘定 446
退職給付に係る調整累計額 82
非支配株主持分 975
純 資 産 合 計 46,029

資 産 合 計 63,278 負債及び純資産合計 63,278
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連結損益計算書
（平成
平成

29
30
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売上高 77,126
売上原価 59,549
売上総利益 17,576

販売費及び一般管理費 13,977
営業利益 3,599

営業外収益
受取利息及び配当金 96
持分法による投資利益 35
その他 168 300
営業外費用
支払利息 7
その他 107 114
経常利益 3,785

特別利益
関係会社株式売却益 34 34
税金等調整前当期純利益 3,819
法人税、住民税及び事業税 998
法人税等調整額 89 1,088
当期純利益 2,731
非支配株主に帰属する当期純利益 173
親会社株主に帰属する当期純利益 2,557
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貸 借 対 照 表
（平成30年３月31日現在）

（単位：百万円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
商 品
繰 延 税 金 資 産
短 期 貸 付 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金
固 定 資 産
有形固定資産
建 物
構 築 物
機 械 装 置
工具、器具及び備品
土 地
リ ー ス 資 産
無形固定資産
ソ フ ト ウ エ ア
電 話 加 入 権
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
差 入 保 証 金
前 払 年 金 費 用
そ の 他
貸 倒 引 当 金

32,769
7,556
1,133
4,530
15,008
3,853
422
90
175
△1

12,050
7,015
3,608
28
32
106
3,111
127
259
252
6

4,775
1,856
2,416
216
248
59
△22

流 動 負 債 13,251
支 払 手 形 278
買 掛 金 9,568
短 期 借 入 金 1,420
未 払 金 791
未 払 費 用 201
未 払 法 人 税 等 270
賞 与 引 当 金 547
そ の 他 175
固 定 負 債 1,306
長 期 借 入 金 500
繰 延 税 金 負 債 376
役員退職慰労引当金 128
資 産 除 去 債 務 196
そ の 他 104
負 債 合 計 14,557

純 資 産 の 部
株 主 資 本 29,267
資 本 金 5,001
資 本 剰 余 金 5,137
資 本 準 備 金 5,137
その他資本剰余金 0
利 益 剰 余 金 20,439
利 益 準 備 金 369
その他利益剰余金 20,070
特別償却準備金 0
別 途 積 立 金 18,204
繰越利益剰余金 1,866

自 己 株 式 △1,311
評価・換算差額等 994
その他有価証券評価差額金 995
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △0
純 資 産 合 計 30,261

資 産 合 計 44,819 負債及び純資産合計 44,819
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損 益 計 算 書
（平成
平成

29
30
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売上高 51,754
売上原価 41,698
売上総利益 10,056

販売費及び一般管理費 9,239
営業利益 816

営業外収益
受取利息及び配当金 1,073
その他 118 1,192
営業外費用
支払利息 9
その他 57 67
経常利益 1,941

特別利益
関係会社株式売却益 34 34
税引前当期純利益 1,976
法人税、住民税及び事業税 247
法人税等調整額 104 351
当期純利益 1,624
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
平成30年５月９日

株式会社テクノアソシエ

　 取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 谷 尋 史 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 葛 西 秀 彦 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社テクノアソシエの平成29年４月１日から平
成30年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主
資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表
明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行
った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得る
ために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手
続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて
選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正
な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経
営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、株式会社テクノアソシエ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
平成30年５月９日

株式会社テクノアソシエ

　 取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 谷 尋 史 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 葛 西 秀 彦 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社テクノアソシエの平成29年４月１日
から平成30年３月31日までの第89期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変
動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附
属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及
びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含
まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に
対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準
拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどう
かについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施
される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽
表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するた
めのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者
が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類
及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点にお
いて適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書
　当監査役会は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第89期事業年度の取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、監査役全員の一致した意見として、本監査報告書を
作成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(１)監査役会は、監査の方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受け
るほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
めました。

(２)各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画等に従い、取締役、内
部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、
取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の
状況を調査いたしました。

(３)取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を
確保するための内部統制システムの運用の状況を確認し、検証いたしました。
また、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び会計監査人から当該内部統制の評価及び監査
の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
子会社については、子会社の取締役及び使用人等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会
社から事業の報告を受けました。

(４)会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監
査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げ
る事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備してい
る旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及び、連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）並びに計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書
及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。
２．監査の結果
(１)事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システム
に関する取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められ
ません。

(２)連結計算書類・計算書類及びその附属明細書の監査
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成30年５月９日
株式会社テクノアソシエ 監査役会
常 勤 監 査 役 溝尾 靖伸 ㊞
常 勤 監 査 役 藤井 賢治 ㊞
監査役（社外監査役） 高坂 敬三 ㊞
監査役（社外監査役） 吉井 英雄 ㊞
監査役（社外監査役） 長谷川和義 ㊞

以 上
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株式会社テクノアソシエ　本社17階　大会議場
大阪市西区土佐堀３丁目３番17号

株主総会会場ご案内図

■ 地下鉄阿波座駅 ９番出口 徒歩約７分
■ 京阪中之島駅 ２番出口 徒歩約10分
■ 土佐堀３丁目バス停 下車 徒歩約１分（大阪駅前「88 天保山」行乗車）
駐車施設がありませんので、会場へはできるだけ公共交通機関等をご利用願います。
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